
組 織 行 動 研 究

閥o.14

編集 後記 にかえて

 ● 私 ども社会心理学班の “牽引

者”佐野勝男先生が， この3月31

日を もって慶應義塾を定年退職さ

れた。もっとも，先生は昭和56年

より義塾の常任理事(現 在2期 目)

を務められてお り，常任理事職に

は “定年”はないので，来年5月

の任期満了まで慶應義塾におられ

るわ け だ が，このr組 織行動研

究』第1号(昭 和52年9月 刊)所 載

の先生による 「発刊にあたって」

などを読むと，多少の感慨なきに

しもあらず，というと ころ で あ

る。先生ご自身はいかがであろう

か(公 務多忙でそのような私的感
      いとま

慨に浸っいる暇などあらず， とい

うことであろうか。)

 ● 先生は横浜市 日吉の住人であ

る。慶應義塾の常任理事ともなれ

ぽ，黒塗 りの車が自宅まで送迎に

……と思 うのが大方であろうが
，

事実はさにあらず。ちなみに先生

の場合は，東横線で日吉から自由

ヶ丘まで，そこで大井町線に乗 り

換え大井町まで，大井町から京浜

東北線でJR田 町までとい うルー

トで通勤されておられる。

 昨年の11月 のひどいどしゃ降 り

の日であった。珍しく一緒に飲む

機会があった。渋谷でであった。

「心理学 ってのは世の中のアプク

みたいなものぼっかしいじくりま

わしているところがあってパッと

しないねえ。もっと本質的な問題

に大胆に切 り込んで いか な きゃ

あ」とい う調子で大分メートルが

あがり，舌鋒こそ鋭 どくあったが，

足もとの方は大いに心もとなくな

っておられた。 夜も更けて，「こ

りゃあ日吉駅まで “添乗”したほ

うが無難だろうなあ」と気をまわ

し，東横線へと一緒に乗 り込んだ。

(ちなみに，私の住まいは新玉川線

沿線にある。) 先生は，座席に腰

をおろしてうつらうつらされてい

たが，電車が自由ヶ丘駅に着くや

いなやスクヅと立ちあがられ下車

なさろうとす る。私はあわてて，

先生のレインコー トの裾をつかん

で 「先生， コレッ，東横線ですか

らッ」。 ト，私の顔面に鉄拳が飛

んできて 厂何のつもりだ ヅ，お前

は ッ。俺はここで乗 り換fxる ん

だ」とい う声とともに先生はホー

ムにひらりと移って，そして ドア

がサアッーと閉まった。まア，か

くのごとく，先生の真骨頂は “定

年退職”などみじんもされていな

い，とい うことである。

 ● 私ども社会心理学班の多年に

わたるプロジェクトのひとつ 「管

理能力の評価 と開発」の研究が，

いままでの成果をとりまとめて，

槇田 仁 によりr管 理能力開発の

ためのインバスケット・ゲーム』

として金子書房 より刊行された。

関連のモノグラフがこのr組 織行

動研究』に所載されたのが昭和52

年(第2号)で あるから，一一応のま

とまりを得るまで10年 余かかった

ことになる。これまた感ずるとこ

ろあ り，である。  (南 隆男)
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